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１．薬剤を使わない方法(環境整備)  

掃除・除糞の徹底 最重要・最優先ポイント：畜舎内外を清掃    

→ハエに産卵場所や幼虫生息場所を与えないこと 

  畜舎の通気をよくする 

２．薬剤により発生源を処理する 

→重要なポイントは幼虫の数を増やさないこと 

    ＩＧＲ剤（昆虫発育抑制剤：ネポレックス、バイパック、 

サイクラーテなど）や殺虫剤で幼虫を駆除 

  用法・要領を守り、薬剤はローテーションで使用する 

３．成虫対策（３番目の対策）：殺虫剤の直接散布や誘引殺虫剤を使用、 

幼虫対策と並行→効果的 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成３１年度 牛ヨーネ病検査予定＞（検査料：730 円） 

採 血 日 市町村名(地区) 乳牛 肉牛 

4 月 10 日（水） 小布施町、高山村 ○  

4 月 15 日（月) 千曲市  ○ ○ 

4 月 16 日（火) 坂城町  ○  

5 月 13 日（月） 長野市(中条) ○ ○ 

 5 月 14 日(火) 飯山市 ○  

 5月20・27日(月) 木島平村①② ○  

 11 月 11 日(月) 長野市(戸隠、鬼無里) ○ ○ 

 11 月 18 日(月) 飯綱町 ○  

 11 月 25 日(月) 中野市 ○  

 

 

 

 

ハエ対策は、ハエが増える前の３～４月からの発生源対策が効果的です。 

ハエが発生してからでは遅いのです。さぁハエ対策を始めましょう。 
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基本は発生源対策です。 

 

 

 

サ シ バ エ （主に牛舎でみられる） 

イ エ バ エ （全畜舎でみられる） 

被

害 

吸血による血液損失、刺咬による機械的損傷や寄生加害忌避（ストレス）により摂食・休

息行動が妨げられる 

乳牛舎・鶏舎での牛乳・卵等の生産物汚染、異常発生による近隣住民への被害 

定期報告、ご協力ありがとうございました。 
未提出の方は、至急提出願います。 

家畜保健衛生所へファクシミリ、郵送での提出をお願いします。 

すでに提出いただいた皆様、御協力ありがとうございました。 

（C）長野県アルクマ 

 

 

増やさ 

ないで～ 


